
平成31年度当初予算における新規・充実事業予算の要求内容と査定結果【事業を実施するもの】

交　通　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　概　要 要求額 予算額 内容

市バスの混雑対策
【宿泊税充当事業】

　観光客の増加による市バス混雑対策のため，宿泊税を活用した事業として，以下
の取組を実施する。

　・前乗り後降り方式の導入の拡大　　　　 　　　25,000（うち宿泊税 20,000）
　・観光系統専用車両（洛バス）の新たな車両デザインの導入の拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　20,000（うち宿泊税 20,000）
　・東大路通の歩行空間創出に伴うバス停改修  　　3,000（うち宿泊税  3,000）
　・大型手荷物に対応したバス車両の導入の拡大　312,000（うち宿泊税156,000）

　※事業費総額360,000のうち，宿泊税充当分199,000を一般会計から繰出し

199,000 199,000

■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

市バス・地下鉄の利便
性向上，受入環境の整
備・充実
【宿泊税充当事業】

　市民の皆様や観光客など，市バス・地下鉄を御利用いただくお客様に対するサー
ビス向上のため，宿泊税を活用した事業として，以下の取組を実施する。

　＜市バス事業＞
　・市バス車内液晶モニター増設　　　　　　　　 92,000（うち宿泊税 30,000）
　・北大路バスターミナルのトイレリニューアル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,000（うち宿泊税　7,000）
　・京都駅前バスターミナルへのドライ型ミスト装置の設置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,000（うち宿泊税　3,000）
　＜地下鉄事業＞
　・車内案内表示装置等の4箇国語対応の推進 　　167,713（うち宿泊税 68,000）
　・東京オリンピック・パラリンピックに向けた新たな案内用図記号への更新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12,000（うち宿泊税　6,000）

　※事業費総額281,713のうち，宿泊税充当分114,000を一般会計から繰出し

114,000 114,000

■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

事業名

（単位：千円）

査　定　結　果


